
図３ 共晶体シンチレ
ータの模式図 

図 1 シンチレータ結晶光ファイバーの写真（左）と UV 照射により 

発光している様子 
図２ シンチレータ結晶光 

ファイバーの顕微鏡写真 

シンチレータ結晶光ファイバーの開発 

Development of scintillator crystal optical fibers 
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【緒言】X 線イメージング装置では,100μm 厚程度の Tb:Gd2O2S 焼結体板や Tl:CsI ウィスカー板を

シンチレータとし,数μmの解像度を有する光検出器と組合わせることでイメージングを行ってい

る.我々の研究グループでは,光導波型の共晶体構造を利用することで X 線イメージングの分解能

を改善する技術を提案してきた[1].一方で、共晶体では、材料選択の可能性が状態図での共焦点

により制限され、大型化の困難さといった課題もある.本研究では、高分解能放射線イメージング

や遠隔放射能計測などの応用を目指し、数十ｍ径の無機シンチレータ結晶ファイバーを被覆した

シンチレータ光ファイバーの開発を行ったので報告する. 

【結果】図１に作製したシンチレータ結晶光ファイバーの写真（左）と UV照射により発光してい

る様を示す.UV 照射により生じたシンチレータ結晶の発光がファイバー端に導波していることが

分かる.図２にシンチレータ結晶光ファイバーの顕微鏡写真を示す.約 60µｍ径のシンチレータ結

晶が被覆されている.当日はファイバーの作製方法、無機シンチレータ結晶の性能、バンドル光フ

ァイバーによるイメージング試験などについて報告する. 
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